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月
定
例
会
は
、　

月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
３

１２

１２

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
（
５

㌻
～
　
㌻
に
掲
載
）
に
は
　
人
が
登
壇
し
、
産
業

１３

１０

振
興
や
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
策
、
小
学
校
統
廃
合
問

題
な
ど
幅
広
く
町
政
に
つ
い
て
質
問
。
町
か
ら

は
、
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
規
約
の
一
部
改
正

に
関
す
る
議
案
、
山
田
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条

例
の
一
部
改
正
案
や
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
　
件
１３

が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
す
べ
て
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
採
択
さ
れ
た

請
願
に
伴
う
議
員
発
議
の
意
見
書
を
可
決
し
、
３

日
間
の
会
期
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
廃
棄
物
処
理
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
全
国
各
地
で
非
常
に
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
度
成
長
期
以
後
、
こ
れ
ま

で
「
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
」
が
当
然
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
で
、
廃
棄
物
の
量
は
増
大
の

一
途
を
た
ど
り
、
他
の
自
治
体

で
は
廃
棄
物
を
埋
め
立
て
る
最

終
処
分
場
が
足
り
な
く
な
る
事

態
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
こ
こ
数
年
は
廃
棄

物
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、

全
国
的
に
資
源
循
環
型
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
取
り
組
み
、
廃
棄
物

の
減
量
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

る
容
器
包
装
廃
棄
物
５
品
目

（
飲
料
用
紙
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー

ル
・
白
色
ト
レ
イ
・
そ
の
他
の

紙
・
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

の
分
別
収
集
を
実
施
す
る
た
め
、

平
成
　
年
度
に
リ
サ
イ
ク
ル
施

２０

設
を
整
備
し
、
平
成
　
年
４
月

２１

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
廃
棄
物
の
減
量
化

を
推
進
す
る
た
め
、
宮
古
地
区

広
域
行
政
組
合
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、

新
た
に
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
た

め
の
広
域
市
町
村
負
担
金
割
合

（
別
表
１
）
な
ど
規
約
の
一
部
を

改
正
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
缶
・

ビ
ン
類
な
ど
３
種
類
６
品
目

だ
っ
た
分
別
対
象
が
、
平
成
　２１

年
４
月
か
ら
７
種
類
　
品
目
に

１１

拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
問
題
の
現
状

　
宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
で

も
廃
棄
物
の
減
量
化
に
取
り
組

み
、
当
初
計
画
で
は
リ
サ
イ
ク

ル
対
象
物
を
７
種
類
　
品
目
と

１１

定
め
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
、

１４

全
品
目
の
実
施
に
先
駆
け
て
３

種
類
６
品
目
（
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
）
の
分
別
収
集

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。　
　

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
宮

古
地
区
広
域
行
政
組
合
で
は
、

国
で
定
め
た
「
容
器
包
装
に
係

る
分
別
収
集
及
び
再
商
品
化
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
容
器

包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
）」
に
基
づ

き
、
平
成
　
年
６
月
に
、
平
成

１９

　
年
度
を
目
標
年
次
と
し
た
第

２４五
期
分
別
収
集
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
残

宮
古
地
域
で
の
取
り
組
み

負担割合(％)区　　　分

64.99宮 古 市

17.36山 田 町

9.62岩 泉 町

4.86田 野 畑 村

3.17川 井 村

100.00計

〈別表1〉リサイクル施設整備に係る負担割合

一
般
会
計
に
１
９
２
３
万
円
を
追
加

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
な
ど

▽
民
生
費
国
庫
負
担
金

　
　
　
　
１
０
７
４
万
円
の
増

▽
土
木
費
国
庫
負
担
金
（
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
）

　
　
　
　
　
９
５
０
万
円
の
減

▽
財
産
収
入
（
大
沢
地
区
土
地

売
払
収
入
な
ど
）

　
　
　
　
１
９
３
６
万
円
の
増

▽
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
６
７
１
万
円
の
減

▽
障
害
者
福
祉
費
（
障
害
者
自

立
支
援
給
付
費
な
ど
）

　
　
　
　
２
４
８
０
万
円
の
増

▽
下
水
道
総
務
費
（
漁
業
集
落

排
水
処
理
事
業
繰
出
金
な
ど
）

　
　
　
　
１
８
２
８
万
円
の
減

▽
教
育
費
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
購
入
費
な
ど
）

　
　
　
　
１
４
１
４
万
円
の
増

　
一
般
会
計
に
１
９
２
３
万
円

を
追
加
す
る
な
ど
、　

年
度
の

１９

補
正
予
算
７
件
が
提
案
さ
れ
審

議
の
結
果
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

一
般
会
計
の
補
正
は
、
事
務
事

業
や
補
助
金
な
ど
の
確
定
に
伴

う
増
減
、
公
有
財
産
土
地
売
払

い
に
よ
る
増
、
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
の
減
額
な
ど
が
骨
子
で
、

補
正
予
算
と
質
疑
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。
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新たに施設を整備し、リサイクル分別収集が７種類１１品目に拡充
されるみやこ広域リサイクルセンター（宮古地区広域行政組合）

（３）

７
種
類
　
品
目
に
拡
充

１１

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
収
集
の
対
象
物




